
Ｇ３シルクロードステークス 

 

＜最終見解＞ 

土曜の京都芝は欧州型ミスプロ系が好調。 

 

本命はエターナルタイム。 

 

土曜の京都 12Rでも人気薄で 1着だった内枠のカナロア産駒。 

母系にロベルト、サドラーズウェルズを持つのも、今の馬力馬場では有利。 

 

 

 

Ｇ３根岸ステークス 

 

＜最終見解＞ 

同じコースの土曜東京 9Rは本命のマニバトラが 8人気で僅差の 3着。 

同馬を推奨したのも父も母父も非サンデー系の米国型だから。 

 

土曜の東京ダートは他のレースでも父も母父も非サンデー系。 

特に米国血統の濃い馬が好調でした。 

 



本命はパライバトルマリン。 

 

米国産馬で父も母父も非サンデー系。 

近走の地方の砂よりも JRAの東京ダート 1400mの方がスピードを発揮できる馬。 

大幅なパフォーマンスの上昇も見込めます。 

 

相手も父も母父も非サンデー系。 

本線はエンペラーワケア、サンライズフレイム。 

相手妙味はオマツリオトコ。 


